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【請求項１】
対象におけるサーチュイン変調を検出する方法であって、該方法は該対象からの生物学的
試料における、少なくとも１つのサーチュインバイオマーカーの発現レベルを決定する工
程を含み、該サーチュインバイオマーカーの発現レベルの、対照と比較した変化が、サー
チュイン変調の指標であり、ここで、該サーチュインバイオマーカーは、ＦＧＦ２１、Ｂ
ＭＰ受容体１Ａ、Ｓｍｐｄｌ３ａ、ＣＤ１４、ＡｐｏＥ、ＦＡＳ、トランスサイレチン、
ＦＡＢＰ１、アシル－ＣｏＡチオエステラーゼ１、アシル－ＣｏＡチオエステラーゼ２、
アクアポリン４、Ｒｒａｄ、ＣＸＣＬ９、ＣＣＬ８、Ｐｐｐ１ｒ３ｇ、ＡｐｏＡ－Ｉ、Ａ
ｐｏＡ－ＩＩおよびＡｐｏＢのうちの少なくとも１つである方法。
【請求項２】
前記サーチュイン変調が、サーチュイン活性化である請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記サーチュイン変調が、サーチュイン阻害である請求項１に記載の方法。
【請求項４】
前記サーチュインバイオマーカーの発現レベルが、該サーチュインバイオマーカーのｍＲ
ＮＡレベルを、マイクロアレイまたはＰＣＲを用いて測定することにより決定される請求
項１に記載の方法。
【請求項５】
前記サーチュインバイオマーカーの発現レベルが、該サーチュインバイオマーカーのタン
パク質レベルを、該サーチュインバイオマーカーに結合する抗体またはその抗原結合フラ
グメントを用いて測定することにより決定される請求項１に記載の方法。
【請求項６】
前記対象が、哺乳動物である請求項１に記載の方法。
【請求項７】
前記哺乳動物が、ヒトである請求項６に記載の方法。
【請求項８】
前記生物学的試料が血液、血漿、尿、血清、唾液、細胞、組織または毛髪を含む請求項１
に記載の方法。
【請求項９】
サーチュインアクチベーターでの治療的処置をモニタリングするのを補助するための方法
であって、サーチュインアクチベーターで処置されている対象からの生物学的試料におけ
る、少なくとも１つのサーチュインバイオマーカーの発現レベルを決定する工程を含み、
ここで該サーチュインバイオマーカーは、ＦＧＦ２１、ＢＭＰ受容体１Ａ、Ｓｍｐｄｌ３
ａ、ＣＤ１４、ＡｐｏＥ、ＦＡＳ、トランスサイレチン、ＦＡＢＰ１、アシル－ＣｏＡチ
オエステラーゼ１、アシル－ＣｏＡチオエステラーゼ２、アクアポリン４、Ｒｒａｄ、Ｃ
ＸＣＬ９、ＣＣＬ８、Ｐｐｐ１ｒ３ｇ、ＡｐｏＡ－Ｉ、ＡｐｏＡ－ＩＩおよびＡｐｏＢの
うちの少なくとも１つである方法。
【請求項１０】
サーチュインアクチベーターが投与された対象からの生物学的試料中のサーチュインアク
チベーターでの治療的処置の進展をモニタリングするのを補助するための方法であって、
該方法は、
該生物学的試料中の少なくとも１つのサーチュインバイオマーカーの発現レベルを決定す
る工程；
を含み、該生物学的試料における該サーチュインバイオマーカーの、対照と比較して改変
された発現レベルが、該対象における治療的サーチュイン変調の指標であり、ここで、該
サーチュインバイオマーカーの、該対照と比較して改変された発現レベルは、ＦＧＦ２１
の増加、ＴＮＦａの減少、ＢＭＰ受容体１Ａの増加、ＣＤ１４の増加、ＡｐｏＥの増加、
ＦＡＳの減少、トランスサイレチンの増加、ＦＡＢＰ１の増加、アシル－ＣｏＡチオエス
テラーゼ１の減少、アシル－ＣｏＡチオエステラーゼ２の減少、アクアポリン４の減少、
Ｒｒａｄの減少、ＣＸＣＬ９の減少、ＣＣＬ８の減少、Ｐｐｐ１ｒ３ｇの増加、ＡｐｏＡ
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－Ｉの増加、ＡｐｏＡ－ＩＩの増加およびＡｐｏＢの増加のうちの少なくとも１つである
方法。
【請求項１１】
前記対象が、加齢もしくはストレス、糖尿病、肥満、神経変性疾患、化学療法誘発性ニュ
ーロパチー、虚血イベントに関連するニューロパチー、眼疾患もしくは障害、心血管疾患
、血液凝固障害、炎症、または潮紅に関係する疾患または障害を患っている請求項１、９
または１０に記載の方法。
【請求項１２】
前記サーチュインアクチベーターが対象に時間をかけて少なくとも２回投与されており、
１つ以上のサーチュインバイオマーカーの発現レベルを、投与の経過中に２回またはそれ
より多い時点で決定する請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
前記対照が未処置対象、処置の前の対象、処置の間の初期の時点の対象、またはデータベ
ース参照である請求項１または１０に記載の方法。
【請求項１４】
サーチュイン変調化合物での処置から利益を享受する対象を同定するのを補助するための
方法であって、該対象からの生物学的試料における少なくとも１つのサーチュインバイオ
マーカーの発現レベルを決定する工程を含み、該サーチュインバイオマーカーの、対照と
比較して改変された発現レベルが、サーチュイン変調化合物での処置から利益を享受する
対象の指標であり、該サーチュインバイオマーカーは、ＦＧＦ２１、ＢＭＰ受容体１Ａ、
Ｓｍｐｄｌ３ａ、ＣＤ１４、ＡｐｏＥ、ＦＡＳ、トランスサイレチン、ＦＡＢＰ１、アシ
ル－ＣｏＡチオエステラーゼ１、アシル－ＣｏＡチオエステラーゼ２、アクアポリン４、
Ｒｒａｄ、ＣＸＣＬ９、ＣＣＬ８、Ｐｐｐ１ｒ３ｇ、ＡｐｏＡ－Ｉ、ＡｐｏＡ－ＩＩおよ
びＡｐｏＢのうちの少なくとも１つである方法。
【請求項１５】
前記サーチュインバイオマーカーの改変された発現レベルが、サーチュイン活性化化合物
での処置から利益を享受する対象の指標である請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
サーチュイン媒介疾患または障害を発症する対象の危険性を評価するのを補助するための
方法であって、該方法は、該対象からの生物学的試料における少なくとも１つのサーチュ
インバイオマーカーの発現レベルを決定する工程を含み、該サーチュインバイオマーカー
の、対照と比較して改変された発現レベルが、サーチュイン媒介疾患または障害を発症す
る危険性のある対象の指標であり、ここで、該サーチュインバイオマーカーの、該対照と
比較して改変された発現レベルは、ＦＧＦ２１の減少、ＴＮＦａの増加、ＢＭＰ受容体１
Ａの減少、ＣＤ１４の減少、ＡｐｏＥの減少、ＦＡＳの増加、トランスサイレチンの減少
、ＦＡＢＰ１の減少、アシル－ＣｏＡチオエステラーゼ１の増加、アシル－ＣｏＡチオエ
ステラーゼ２の増加、アクアポリン４の増加、Ｒｒａｄの増加、ＣＸＣＬ９の増加、ＣＣ
Ｌ８の増加、Ｐｐｐ１ｒ３ｇの減少、ＡｐｏＡ－Ｉの減少、ＡｐｏＡ－ＩＩの減少および
ＡｐｏＢの減少のうちの少なくとも１つである方法。
【請求項１７】
前記サーチュインバイオマーカーの発現レベルが、該サーチュインバイオマーカーのｍＲ
ＮＡレベル、該サーチュインバイオマーカーのタンパク質レベルまたは該サーチュインバ
イオマーカーの活性を測定することにより決定される請求項１、９、１０、１４または１
６に記載の方法。
【請求項１８】
サーチュイン活性を活性化する化合物を同定するためのインビトロでの方法であって、該
方法は、
ａ）サーチュインタンパク質を発現する細胞を被験化合物と接触させる工程；および
ｂ）該細胞における少なくとも１つのサーチュインバイオマーカーの発現レベルを決定す
る工程；
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を含み、該被験化合物の存在下での該サーチュインバイオマーカーの発現レベルの、該対
照と比較した変化が、サーチュイン活性を活性化する化合物の指標であり、ここで、該サ
ーチュインバイオマーカーの発現レベルの、該対照と比較した変化は、ＦＧＦ２１の増加
、ＴＮＦａの減少、ＢＭＰ受容体１Ａの増加、ＣＤ１４の増加、ＡｐｏＥの増加、ＦＡＳ
の減少、トランスサイレチンの増加、ＦＡＢＰ１の増加、アシル－ＣｏＡチオエステラー
ゼ１の減少、アシル－ＣｏＡチオエステラーゼ２の減少、アクアポリン４の減少、Ｒｒａ
ｄの減少、ＣＸＣＬ９の減少、ＣＣＬ８の減少、Ｐｐｐ１ｒ３ｇの増加、ＡｐｏＡ－Ｉの
増加、ＡｐｏＡ－ＩＩの増加およびＡｐｏＢの増加のうちの少なくとも１つである方法。
【請求項１９】
サーチュインバイオマーカーの発現レベルを検出するためのキットであって、サーチュイ
ンバイオマーカーの発現レベルを決定するための少なくとも１つの成分および少なくとも
１つのサーチュイン変調化合物を含み、該サーチュインバイオマーカーは、ＦＧＦ２１、
ＢＭＰ受容体１Ａ、Ｓｍｐｄｌ３ａ、ＣＤ１４、ＡｐｏＥ、ＦＡＳ、トランスサイレチン
、ＦＡＢＰ１、アシル－ＣｏＡチオエステラーゼ１、アシル－ＣｏＡチオエステラーゼ２
、アクアポリン４、Ｒｒａｄ、ＣＸＣＬ９、ＣＣＬ８、Ｐｐｐ１ｒ３ｇ、ＡｐｏＡ－Ｉ、
ＡｐｏＡ－ＩＩおよびＡｐｏＢのうちの少なくとも１つであるキット。
【請求項２０】
前記サーチュインが、ＳＩＲＴ１である請求項１、９、１０、１４、１６または１８に記
載の方法。
【請求項２１】
前記サーチュインが、ＳＩＲＴ１である請求項１９に記載のキット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　別の態様では、本発明は、生物学的試料中の少なくとも１つのサーチュインバイオマー
カーの発現レベルを決定することを含む、生物学的試料中のサーチュイン活性のレベルを
決定するための方法を提供する。
　本発明の好ましい実施形態では、例えば以下が提供される：
（項目１）
対象におけるサーチュイン変調を検出する方法であって、該方法は該対象からの生物学的
試料における、少なくとも１つのサーチュインバイオマーカーの発現レベルを決定する工
程を含み、対照と比較した該サーチュインバイオマーカーの発現レベルの変化が、サーチ
ュイン変調の指標である方法。
（項目２）
前記サーチュイン変調が、サーチュイン活性化である項目１に記載の方法。
（項目３）
前記対象が、加齢もしくはストレス、糖尿病、肥満、神経変性疾患、化学療法誘発性ニュ
ーロパチー、虚血イベントに関連するニューロパチー、眼疾患もしくは障害、心血管疾患
、血液凝固障害、炎症、または潮紅に関係する疾患または障害を患っている項目１または
２に記載の方法。
（項目４）
前記サーチュイン変調が、サーチュイン阻害である項目１に記載の方法。
（項目５）
前記対象が、食欲刺激または体重増加を必要とする項目１または４に記載の方法。
（項目６）
前記サーチュインバイオマーカーが、表１に列挙される少なくとも１つのバイオマーカー
である項目１に記載の方法。
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（項目７）
前記サーチュインバイオマーカーが、以下：ＭＣＰ－１、ＢＭＰ受容体１Ａ、Ｓｍｐｄｌ
３ａ、ＣＤ１４、ＡｐｏＥ、ＦＡＳ、トランスサイレチン、ＦＡＢＰ１、アシル－ＣｏＡ
チオエステラーゼ１、アシル－ＣｏＡチオエステラーゼ２、アクアポリン４、Ｒｒａｄ、
ＣＸＣＬ９、ＣＣＬ８、Ｐｐｐ１ｒ３ｇ、ＡｐｏＡ－Ｉ、ＡｐｏＡ－ＩＩまたはＡｐｏＢ
のうちの少なくとも１つである項目６に記載の方法。
（項目８）
前記サーチュインバイオマーカーが、ＭＣＰ－１である項目７に記載の方法。
（項目９）
前記サーチュインバイオマーカーの発現レベルが、該サーチュインバイオマーカーのｍＲ
ＮＡレベル、該サーチュインバイオマーカーのタンパク質レベルまたは該サーチュインバ
イオマーカーの活性を測定することにより決定される項目１に記載の方法。
（項目１０）
前記サーチュインバイオマーカーのｍＲＮＡレベルが、マイクロアレイまたはＰＣＲを用
いて測定される項目９に記載の方法。
（項目１１）
前記サーチュインバイオマーカーのタンパク質レベルが、該サーチュインバイオマーカー
に結合する抗体またはその抗原結合フラグメントを用いて測定される項目９に記載の方法
。
（項目１２）
前記サーチュインバイオマーカーが、ＭＣＰ－１である項目９に記載の方法。
（項目１３）
対照と比較して、前記ＭＣＰ－１の発現レベルの低下が、サーチュイン活性化の指標であ
る項目８または１２に記載の方法。
（項目１４）
前記対象が、哺乳動物である項目１に記載の方法。
（項目１５）
前記哺乳動物が、ヒトである項目１４に記載の方法。
（項目１６）
前記対照が未処置対象、処置の前の対象、処置の間の初期の時点の対象、またはデータベ
ース参照である項目１または１３に記載の方法。
（項目１７）
前記生物学的試料が血液、血漿、尿、血清、唾液、細胞、組織または毛髪を含む項目１に
記載の方法。
（項目１８）
サーチュインモジュレーターでの治療的処置をモニタリングする方法であって、サーチュ
インモジュレーターで処置されている対象からの生物学的試料における、少なくとも１つ
のサーチュインバイオマーカーの発現レベルを決定する工程を含む方法。
（項目１９）
前記対象が、哺乳動物である項目１８に記載の方法。
（項目２０）
前記哺乳動物が、ヒトである項目１９に記載の方法。
（項目２１）
前記生物学的試料が、血液、血漿、尿、血清、唾液、細胞、組織または毛髪を含む項目１
８に記載の方法。
（項目２２）
前記サーチュインモジュレーターが、サーチュイン活性化化合物である項目１８に記載の
方法。
（項目２３）
前記対象が、加齢もしくはストレス、糖尿病、肥満、神経変性疾患、化学療法誘発性ニュ
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ーロパチー、虚血イベントに関連するニューロパチー、眼疾患もしくは障害、心血管疾患
、血液凝固障害、炎症、または潮紅に関係する疾患または障害を患っている項目１８また
は２２に記載の方法。
（項目２４）
前記サーチュインモジュレーターが、サーチュイン阻害化合物である項目１８に記載の方
法。
（項目２５）
前記対象が、食欲刺激または体重増加を必要とする項目１８または２４に記載の方法。
（項目２６）
前記サーチュインモジュレーターでの処置時のサーチュインバイオマーカーの発現レベル
の変化が、前記対象における治療的サーチュイン変調の指標である項目１８に記載の方法
。
（項目２７）
前記サーチュインバイオマーカーが、表１に列挙される少なくとも１つのバイオマーカー
である項目２６に記載の方法。
（項目２８）
前記サーチュインバイオマーカーが、以下：ＭＣＰ－１、ＢＭＰ受容体１Ａ、Ｓｍｐｄｌ
３ａ、ＣＤ１４、ＡｐｏＥ、ＦＡＳ、トランスサイレチン、ＦＡＢＰ１、アシル－ＣｏＡ
チオエステラーゼ１、アシル－ＣｏＡチオエステラーゼ２、アクアポリン４、Ｒｒａｄ、
ＣＸＣＬ９、ＣＣＬ８、Ｐｐｐ１ｒ３ｇ、ＡｐｏＡ－Ｉ、ＡｐｏＡ－ＩＩまたはＡｐｏＢ
のうちの少なくとも１つである項目２７に記載の方法。
（項目２９）
前記サーチュインバイオマーカーが、ＭＣＰ－１である項目２８に記載の方法。
（項目３０）
前記サーチュインバイオマーカーの発現レベルが、該サーチュインバイオマーカーのｍＲ
ＮＡレベル、該サーチュインバイオマーカーのタンパク質レベルまたは該サーチュインバ
イオマーカーの活性を測定することにより決定される項目１８または２６に記載の方法。
（項目３１）
前記サーチュインバイオマーカーのｍＲＮＡレベルが、マイクロアレイまたはＰＣＲを用
いて測定される項目３０に記載の方法。
（項目３２）
前記サーチュインバイオマーカーのタンパク質レベルが、該サーチュインバイオマーカー
に結合する抗体またはその抗原結合フラグメントを用いて測定される項目３０に記載の方
法。
（項目３３）
前記サーチュインバイオマーカーが、ＭＣＰ－１である項目３０に記載の方法。
（項目３４）
前記サーチュインモジュレーターでの処置時のＭＣＰ－１の発現レベルの低下が、治療的
サーチュイン活性化の指標である項目２９または３３に記載の方法。
（項目３５）
前記生物学的試料におけるサーチュインバイオマーカーの発現レベルが、対照と比較され
る項目２６または３４に記載の方法。
（項目３６）
前記対照が、未処置対象、処置の前の対象、処置の間の初期の時点の対象、またはデータ
ベース参照である項目３５に記載の方法。
（項目３７）
サーチュインモジュレーターでの治療的処置の進展をモニタリングする方法であって、該
方法は、
ａ）サーチュインモジュレーターを対象に投与する工程；
ｂ）該対象から生物学的試料を得る工程；および
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ｃ）該生物学的試料中の少なくとも１つのサーチュインバイオマーカーの発現レベルを決
定する工程；
を含み、対照と比較して、該生物学的試料におけるサーチュインバイオマーカーの改変さ
れた発現レベルが、該対象における治療的サーチュイン変調の指標である方法。
（項目３８）
前記サーチュインモジュレーターを対象に時間をかけて少なくとも２回投与し、１つ以上
のサーチュインバイオマーカーの発現レベルを、投与の経過中に２回またはそれより多い
時点で決定する項目３７に記載の方法。
（項目３９）
前記サーチュインバイオマーカーが、表１に列挙される少なくとも１つのバイオマーカー
である項目３７に記載の方法。
（項目４０）
前記サーチュインバイオマーカーが、以下：ＭＣＰ－１、ＢＭＰ受容体１Ａ、Ｓｍｐｄｌ
３ａ、ＣＤ１４、ＡｐｏＥ、ＦＡＳ、トランスサイレチン、ＦＡＢＰ１、アシル－ＣｏＡ
チオエステラーゼ１、アシル－ＣｏＡチオエステラーゼ２、アクアポリン４、Ｒｒａｄ、
ＣＸＣＬ９、ＣＣＬ８、Ｐｐｐ１ｒ３ｇ、ＡｐｏＡ－Ｉ、ＡｐｏＡ－ＩＩまたはＡｐｏＢ
のうちの少なくとも１つである項目３９に記載の方法。
（項目４１）
前記サーチュインバイオマーカーが、ＭＣＰ－１である項目４０に記載の方法。
（項目４２）
対照と比較して、前記ＭＣＰ－１発現レベルの低下がサーチュイン活性化の指標である項
目４１に記載の方法。
（項目４３）
サーチュイン変調化合物での処置から利益を享受する対象を同定する方法であって、該対
象からの生物学的試料における少なくとも１つのサーチュインバイオマーカーの発現レベ
ルを決定する工程を含み、対照と比較して、該サーチュインバイオマーカーの改変された
発現レベルが、サーチュイン変調化合物での処置から利益を享受する対象の指標である方
法。
（項目４４）
前記サーチュインバイオマーカーの改変された発現レベルが、サーチュイン活性化化合物
での処置から利益を享受する対象の指標である項目４３に記載の方法。
（項目４５）
前記サーチュインバイオマーカーが、表１に列挙される少なくとも１つのバイオマーカー
である項目４３に記載の方法。
（項目４６）
前記サーチュインバイオマーカーが、以下：ＭＣＰ－１、ＢＭＰ受容体１Ａ、Ｓｍｐｄｌ
３ａ、ＣＤ１４、ＡｐｏＥ、ＦＡＳ、トランスサイレチン、ＦＡＢＰ１、アシル－ＣｏＡ
チオエステラーゼ１、アシル－ＣｏＡチオエステラーゼ２、アクアポリン４、Ｒｒａｄ、
ＣＸＣＬ９、ＣＣＬ８、Ｐｐｐ１ｒ３ｇ、ＡｐｏＡ－Ｉ、ＡｐｏＡ－ＩＩまたはＡｐｏＢ
のうちの少なくとも１つである項目４５に記載の方法。
（項目４７）
前記サーチュインバイオマーカーが、ＭＣＰ－１である項目４６に記載の方法。
（項目４８）
対照と比較して、ＭＣＰ－１の発現レベルの増大が、サーチュイン活性化化合物での処置
から利益を享受する対象の指標である項目４７に記載の方法。
（項目４９）
サーチュイン媒介疾患または障害を発症する対象の危険性を評価する方法であって、該方
法は、該対象からの生物学的試料における少なくとも１つのサーチュインバイオマーカー
の発現レベルを決定する工程を含み、対照と比較して、該サーチュインバイオマーカーの
改変された発現レベルが、サーチュイン媒介疾患または障害を発症する危険性のある対象
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の指標である方法。
（項目５０）
前記サーチュインバイオマーカーが、表１に列挙される少なくとも１つのバイオマーカー
である項目４９に記載の方法。
（項目５１）
前記サーチュインバイオマーカーが、以下：ＭＣＰ－１、ＢＭＰ受容体１Ａ、Ｓｍｐｄｌ
３ａ、ＣＤ１４、ＡｐｏＥ、ＦＡＳ、トランスサイレチン、ＦＡＢＰ１、アシル－ＣｏＡ
チオエステラーゼ１、アシル－ＣｏＡチオエステラーゼ２、アクアポリン４、Ｒｒａｄ、
ＣＸＣＬ９、ＣＣＬ８、Ｐｐｐ１ｒ３ｇ、ＡｐｏＡ－Ｉ、ＡｐｏＡ－ＩＩまたはＡｐｏＢ
のうちの少なくとも１つである項目５０に記載の方法。
（項目５２）
前記サーチュインバイオマーカーが、ＭＣＰ－１である項目５１に記載の方法。
（項目５３）
サーチュイン活性を変調する化合物を同定する方法であって、該方法は、
ａ）サーチュインタンパク質を発現する細胞を被験化合物と接触させる工程；および
ｂ）該細胞における少なくとも１つのサーチュインバイオマーカーの発現レベルを決定す
る工程；
を含み、対照と比較して、該被験化合物の存在下での該サーチュインバイオマーカーの発
現レベルの変化が、サーチュイン活性を変調する化合物の指標である方法。
（項目５４）
前記サーチュインバイオマーカーが、表１に列挙される少なくとも１つのバイオマーカー
である項目５３に記載の方法。
（項目５５）
前記サーチュインバイオマーカーが、以下：ＭＣＰ－１、ＢＭＰ受容体１Ａ、Ｓｍｐｄｌ
３ａ、ＣＤ１４、ＡｐｏＥ、ＦＡＳ、トランスサイレチン、ＦＡＢＰ１、アシル－ＣｏＡ
チオエステラーゼ１、アシル－ＣｏＡチオエステラーゼ２、アクアポリン４、Ｒｒａｄ、
ＣＸＣＬ９、ＣＣＬ８、Ｐｐｐ１ｒ３ｇ、ＡｐｏＡ－Ｉ、ＡｐｏＡ－ＩＩまたはＡｐｏＢ
のうちの少なくとも１つである項目５４に記載の方法。
（項目５６）
前記サーチュインバイオマーカーが、ＭＣＰ－１である項目５５に記載の方法。
（項目５７）
対象におけるサーチュイン媒介疾患または障害を処置する方法であって、
ａ）サーチュイン変調化合物を該対象に投与する工程；および
ｂ）少なくとも１つのサーチュインバイオマーカーの発現レベルを時間をかけてモニタリ
ングして該対象における処置の経過が改変されたかどうかを決定する工程；
を含む方法。
（項目５８）
前記サーチュイン変調化合物の投与の前に、少なくとも１つのサーチュインバイオマーカ
ーの発現レベルを決定してサーチュイン変調化合物での処置から利益を享受する対象を同
定する工程をさらに含む項目５７に記載の方法。
（項目５９）
前記サーチュインバイオマーカーが、表１に列挙される少なくとも１つのバイオマーカー
である項目５７または５８に記載の方法。
（項目６０）
前記サーチュインバイオマーカーが、以下：ＭＣＰ－１、ＢＭＰ受容体１Ａ、Ｓｍｐｄｌ
３ａ、ＣＤ１４、ＡｐｏＥ、ＦＡＳ、トランスサイレチン、ＦＡＢＰ１、アシル－ＣｏＡ
チオエステラーゼ１、アシル－ＣｏＡチオエステラーゼ２、アクアポリン４、Ｒｒａｄ、
ＣＸＣＬ９、ＣＣＬ８、Ｐｐｐ１ｒ３ｇ、ＡｐｏＡ－Ｉ、ＡｐｏＡ－ＩＩまたはＡｐｏＢ
のうちの少なくとも１つである項目５９に記載の方法。
（項目６１）
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前記サーチュインバイオマーカーが、ＭＣＰ－１である項目６０に記載の方法。
（項目６２）
サーチュインバイオマーカーの発現レベルを検出するためのキットであって、サーチュイ
ンバイオマーカーの発現レベルを決定するための少なくとも１つの成分および少なくとも
１つのサーチュイン変調化合物を含むキット。
（項目６３）
前記サーチュインバイオマーカーの発現レベルを決定するための成分が、以下：該サーチ
ュインバイオマーカーに結合する抗体もしくはその抗原結合フラグメント、サーチュイン
バイオマーカーｍＲＮＡを特異的に増幅するＰＣＲプライマーのセットまたはポリヌクレ
オチド配列の少なくとも１つのフラグメントに結合したサーチュインバイオマーカーをコ
ードする該少なくとも１つのフラグメントを含む固体支持体；のうちの少なくとも１つで
ある項目６２に記載のキット。
（項目６４）
以下：検出標識、バッファーまたは使用のための説明書；のうちの１つ以上をさらに含む
項目６２に記載のキット。
（項目６５）
サーチュインタンパク質を発現する細胞系をさらに含む項目６２に記載のキット。
（項目６６）
生物学的試料中のサーチュイン活性のレベルを決定する方法であって、該生物学的試料中
の少なくとも１つのサーチュインバイオマーカーの発現レベルを決定する工程を含む方法
。
（項目６７）
対象におけるサーチュイン変調を検出する方法であって、該方法は、該対象からの生物学
的試料におけるＦＧＦ２１の発現レベルを決定する工程を含み、対照と比較して、該ＦＧ
Ｆ２１の発現レベルの変化がサーチュイン変調の指標である方法。
（項目６８）
サーチュインモジュレーターでの治療的処置をモニタリングするための方法であって、該
方法は、サーチュインモジュレーターで処置されている対象からの生物学的試料における
ＦＧＦ２１の発現レベルを決定する工程を含み、ここで該サーチュインモジュレーターで
の処置時のＦＧＦ２１の発現レベルの変化が該対象における治療的サーチュイン変調の指
標である方法。
（項目６９）
サーチュインモジュレーターでの治療的処置の進展をモニタリングする方法であって、該
方法は、
ａ）サーチュインモジュレーターを対象に投与する工程；
ｂ）該対象から生物学的試料を得る工程；および
ｃ）該生物学的試料におけるＦＧＦ２１の発現レベルを決定する工程；
を含み、対照と比較して、該生物学的試料におけるＦＧＦ２１の改変された発現レベルが
、該対象における治療的サーチュイン変調の指標である方法。
（項目７０）
サーチュイン変調化合物での処置から利益を享受する対象を同定する方法であって、該方
法は、該対象からの生物学的試料におけるＦＧＦ２１の発現レベルを決定する工程を含み
、対照と比較して、ＦＧＦ２１の改変された発現レベルが、サーチュイン変調化合物での
処置から利益を享受する対象の指標である方法。
（項目７１）
サーチュイン媒介疾患または障害を発症する対象の危険性を評価する方法であって、該方
法は、該対象からの生物学的試料におけるＦＧＦ２１の発現レベルを決定する工程を含み
、対照と比較して、ＦＧＦ２１の改変された発現レベルが、サーチュイン媒介疾患または
障害を発症する危険性のある対象の指標である方法。
（項目７２）
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サーチュイン活性を変調する化合物を同定する方法であって、該方法は、
ａ）サーチュインタンパク質を発現する細胞を被験化合物と接触させる工程；および
ｂ）該細胞におけるＦＧＦ２１の発現レベルを決定する工程；
を含み、対照と比較して、該被験化合物の存在下でのＦＧＦ２１の発現レベルの変化が、
サーチュイン活性を変調する化合物の指標である方法。
（項目７３）
対象におけるサーチュイン媒介疾患または障害を処置するための方法であって、
ａ）サーチュイン変調化合物を該対象に投与する工程；および
ｂ）ＦＧＦ２１の発現レベルを経時的にモニタリングして該対象における処置の経過が改
変されたかどうかを決定する工程；
を含む方法。
（項目７４）
前記サーチュイン変調化合物の投与の前にＦＧＦ２１の発現レベルを決定して、該サーチ
ュイン変調化合物での処置から利益を享受する対象を同定する工程をさらに含む項目７３
に記載の方法。
（項目７５）
前記細胞が、組織培養細胞である項目５３または７２に記載の方法。
（項目７６）
前記細胞が、サーチュインタンパク質を過剰発現する項目５３または７２に記載の方法。
（項目７７）
前記サーチュインタンパク質が、ＳＩＲＴ１である項目５３または７２に記載の方法。
（項目７８）
少なくとも１つのさらなるサーチュインバイオマーカーの発現レベルを決定またはモニタ
リングする工程をさらに含む項目６７～７３のいずれかに記載の方法。
（項目７９）
前記サーチュインバイオマーカーが、表１に列挙される少なくとも１つのバイオマーカー
である項目７８に記載の方法。
（項目８０）
前記サーチュインバイオマーカーが、以下：ＭＣＰ－１、ＢＭＰ受容体１Ａ、Ｓｍｐｄｌ
３ａ、ＣＤ１４、ＡｐｏＥ、ＦＡＳ、トランスサイレチン、ＦＡＢＰ１、アシル－ＣｏＡ
チオエステラーゼ１、アシル－ＣｏＡチオエステラーゼ２、アクアポリン４、Ｒｒａｄ、
ＣＸＣＬ９、ＣＣＬ８、Ｐｐｐ１ｒ３ｇ、ＡｐｏＡ－Ｉ、ＡｐｏＡ－ＩＩまたはＡｐｏＢ
のうちの少なくとも１つである項目７９に記載の方法。
（項目８１）
前記ＦＧＦ２１の発現レベルにおける増大が、サーチュイン活性化の指標である項目６７
～６９または７２のいずれかに記載の方法。
（項目８２）
前記サーチュイン変調が、サーチュイン活性化である項目６７～６９のいずれかに記載の
方法。
（項目８３）
前記サーチュインモジュレーターまたはサーチュイン変調化合物が、サーチュイン活性化
化合物である項目６８～７０、７２または７３のいずれかに記載の方法。
（項目８４）
前記対象が、加齢もしくはストレス、糖尿病、肥満、神経変性疾患、化学療法誘発性ニュ
ーロパチー、虚血イベントに関連するニューロパチー、眼疾患もしくは障害、心血管疾患
、血液凝固障害、炎症、または潮紅に関係する疾患または障害を患っている項目６７～７
３のいずれかに記載の方法。
（項目８５）
前記対象が、哺乳動物である項目６７～７３のいずれかに記載の方法。
（項目８６）
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前記哺乳動物が、ヒトである項目８５に記載の方法。
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